





































































3 中河（1999)、中浮 (2004)、安藤（2012)。 
4 猪原編著（2011), p.106, pp.190-191 など。 
5 より抽象的な分析視角として、政治学では政策形成過程のモデル化が進められており、多様なモデルが提唱
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4 次答申＜抜粋＞に 
関する説明 
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長谷川 幸洋 東京新聞・中日新聞論説副主幹 

































6 r2015年 11月 27日 第1回 「民泊サービス」のあり方に関する検討会 議事録」より引用。中略および傍
点は引用者によるものである。もう片方の事務局である厚生労働省の担当者は不在のため挨拶をしていない。 
7 検討会前半における各ステイクホルダーの意見表明の詳細については尾田（2016）を参照されたい。 
8 トラベルビジョン 「不法民泊、撲滅せよ 全旅連が総決起集会（2)] (2016年7月 14 日）、 http://www 
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